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■授業の目標・概要
地球上で暮らす私達は地球環境からの恩恵を受けている一方、生活レベルを維持するために大気汚染や地球温暖化など、地球環境

を作り変えるほどの影響を与えている。また、近年、台風や地震などの自然災害によって、甚大な被害が発生している。本講義で

は、日常生活と地球環境との関わりを考えるため、大気汚染などの環境問題、地震などの自然災害を取り上げ、それらのメカニズ

ムや人体・社会への影響について解説する。

■学習の到達目標
日常生活に関わる環境問題や自然災害について、それらのメカニズムや人体・社会への影響を理解し、その影響を最小限に抑え、

生活の質を向上させるための方策を考えることができる。

■授業方法・形式
毎回の講義はプレゼンテーション資料等を利用した講義形式で進める。教科書は使用せず、必要に応じて参考書を引用する。また

、重要な参考資料は教材フォルダに用意するので、各自で印刷すること。

■授業計画
生活と環境問題 

第１回　様々な環境問題と生態系 

第２回　大気環境問題 

第３回　土壌環境問題 

第４回　水質環境問題 

第５回　廃棄物問題 

第６回　最近の環境問題 

第７回　資源枯渇とエネルギー問題 

生活と自然災害 

第８回　自然災害： 日常生活に影響する様々な自然災害の概観 

第９回　台風災害： 台風の発生・発達メカニズム，気象予報 

第10回　洪水高潮： 洪水と高潮の発生メカニズム，ハザードマップ 

第11回　土砂災害： 土砂災害の種類と発生メカニズム，奈良県の土砂災害地域 

第12回　地震災害： 地震の発生メカニズム，地盤と震動，東南海・南海地震 

第13回　津波災害： 津波の発生メカニズム，津波の速さと高さ 

第14回　火山災害： 火山の分布，噴火の発生メカニズム、火山関連災害 

第15回　気候変動： 自然災害や太陽活動と気候変動

■成績評価の基準
中間レポート（35％），期末レポート（35％）及び平常点（30％）で評価する。

■授業時間外の課題
各講義の最後に小課題を提示する場合がある。それまでの講義内容や参考文献を利用して小課題に取り組み、指定期日までに提出

すること。なお、この小課題の評価は平常点の一部となる。

■メッセージ
授業で紹介する環境問題や自然災害について関心をもち、新聞やニュースなどのメディアで取り上げられた場合は記録を残してお

くようにしよう。

■教材・教科書
なし

■参考書
(第１回～第７回) 内閣府国民生活局『エコライフ・ハンドブック』（2009）  

(第８回～第15回) 日経サイエンス編集部編『地球大異変』日経サイエンス社


